実践報告

１．対象学年

　　普通科３年生

２．実習にあたって

　　○　生徒の実態

1学年4クラス(160名)の学校である。教科「情報」は，3年生の文Ⅰコースで「ライティング」との選択教科として開講されている。平成１４年度までは，商業教科の「情報処理」を開講していたが，平成１５年度より新教育課程の普通教科「情報Ａ」を旧課程の生徒に学ばせている。この実習を行う前にPowerPointを使用して，プレゼンテーションの演習を行っている。

　　○　実習環境、使用ソフト等

パソコン教室には，サーバー１台・生徒用４０台・教師用１台・教材作成用１台のコンピュータがあり，LANを構成している。インターネット接続はISDN回線で可能であるが，検索エンジン等を使用しての情報検索では不自由さがある。文書作成には，Wordを使用した。
３．実践内容

「情報の収集・発信と情報機器の活用」の領域「情報を伝えるもの」の授業を行った。インターネットや書籍等で自分の住む町について調べ，その結果を文書にまとめて，他市町に住む友人に紹介する「自分の住む町を紹介しよう」と称して授業を展開した。

４．実践結果と考察

実習後の感想には，「同じ文面であっても，フォントを工夫することで，読みやすい文書となる」「文書に画像が入ることで，印象的でわかりやすい文になる」という感想が多かったことから，本時のねらいである「文書に取り込む情報の種類の違いによって，情報の伝わり方が異なる。」については，概ね達成できたと考えられる。また，「自分の住んでいる町がこんなにすばらしいところだとは思わなかった」という感想も少なくなかったことから，自分の住む地域を題材に実習することで，郷土への理解が深まる効果もあった。
５．今後の課題

　　自分の住む地域の情報を収集する手段として，書籍なども利用させたが，多くの生徒がインターネットによる情報の収集に頼る傾向がみられた。それぞれの特徴を理解し適切に情報収集の手段を選択する力をこれからの実習でも培っていく必要がある。
